




私たちは、 これまでの研究を遇じて、 子どもの成長を促すための教師の姿勢や支援の在り方として、

以下のことを大切にしてきました。

「

L 

・子どもの願いや希望を受け止める。

・教師は子どもと共感的、 協働的に関わる。

・子どもの言動の背景を、 子どもに「問うjことを通じて推察する。 対話する0

．学習活動に、 子どもの強みを生かす。

寸

」
授業を行う際には、 子どもに学習の意昧や意義を伝え、 子ども自身が自分の目標や役割をしっかりと認識

できるようにすることや活動の振り返りを丁寧に行ってきました。

私たちは、 子どもが、 教師の期待する行動ができたかできなかったか、 何かが上手に怠ったかどうかなど

の自に見える成長だけで芯く、 子どもが学習したことや変化した自分をどのように認識しているのか芯ど内

面の成長にも焦点を当ててきました。

目に見える変容や内面の変容をキャリア発達として、 今年度は、「子どものキャljア発達をどのように捉

えていったらよいかJについて、 小学部低学年では「遊びの指導j、 小学部高学年と中学部では「生活単元

学習j、 高等部では「作業学習jの授業を通して研究しました。 それぞれの授業について報告します。

小学部では
“

自分への気づき
”

というキーワードで、I自分の好き主主ことや得意なことに気づき、 主体的

に楽しく活動する児童jを目指して取り組みました。

低学年 Iどろんこ遊びをしようj

子ども達が、 思いきりどろんこ遊びを楽しむ中で、 素材（泥、 水）や友達との関わ

りを経験すること、 自分のしたい遊びゃ遊び方を自分で選んだり決めたりすること、

難しいことに挑戦したり工夫したりすること、 できた喜びを感じること芯どを巨指し

て活動しました。 遊び出すことが難しい児童に対して、 教師は遊びたい気持ちがある

ことを推察レ、 その子が好き主主物事を取り入れるなどし広がら遊ひ
、

に誘ったり、 一緒

に遊んだりして、 その遊びの楽υさを伝えました。 自ら遊ぶことができるように怠っ

たその子は、 活動を通して自分の思いを伝え、 教師や友達との関わりを広げることが
できました。

高学年 fうきうきデー～紙すきではがきを作ろう～j

恒例行事である校外学習fうきうきデ－Jの学習に、 中学部の作業学習で、も行っ
ている紙すき体験を取りよげました。 活動への見通しゃ期待感を高めるために、 事

前の学習を丁寧に行い、 がんばりたい活動を選んだり、 どこまでがんばるかを決め

たりして、 子ども自身が学習のめあてを持ちました。

活動後は、 写真やビデオを観て振り返りを行い、 自分の学習のめあてに対して、

できたことや頑張ったことを発表 υました。 友達の発表を聴くことを通して、 友達

と関わることが少なかった児童が、 他者の考えや行動に関心を持ち、 友達の行動を

男本にするようになりました。
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中学部では、 以前から仲間と協力して一つの活動を成し遂げることに取り組んできました。昨年度からは、

そのことを通して、 自分の意思を表し、 主体性を発揮すること、 社会生活や働くことに関心を持つことを目

指してきました。

「店員さんになってポップコ ー ンを販売しようリ

今年度は、 毎年取り組んでいるトウモロコシの栽活、 ポップコーンの製造、 学習発表会

等での販売活動を通して、 生徒のキャリア発達を促す授業について考えました。

教師は、 生徒が活動に取り組み、 成功体験を積み、 自己効力感を高めることを繰り返し

芯がら自信をつけるための支援を行いました。 失敗を恐オ1て物事に積極的に取り組めない

生徒が、 販売活動でお客様に喜んでもらいたいという気持ちから、 接客の練習を重ね、 本番でやり遂げることができたという体験をし、

その他の活動にも主体性を発揮するという姿が見られました。

平成26年度は、 作業学習モデルプランの開発に叡り組みました。 クリ ーン工房では、 金沢大学で技能補佐買

として働く I障害のある社会人Jと一緒に作業することを通して自ら学ぶ作業学習、 プラタナスカフェでは

新たに医学図普館フ
‘

ツクラウンジにカフェを開設して、 学生や地域の人との関わりの中で実践的に学i！，＼＇作業

学習について研究しました。 今年度は、 そのモデルプランの充実に取り組みました。

クリ ー ン工房

f窓そうじ～来校される方が気持ち良いと感じる学校にしよう～J

クリ ーン工房では、 社会人とのミ ーテイングを行い、 社会人が給料をどのように使って

いるか、 どのように生活を楽しんでいるか芯どを知り、 自分の卒業後の生活を考えました。

また、 社会人の仕事に対する考え方や心がけていることなどを知りました。

自分の卒業後の生活を具体的にイメージし、 将来に目標や希望を持って作業に取り組ん

だり、窓ふきの作業をする中で、自分の得意芯ととや苦手なことについて考えたりしました。

生徒達は、 社会人のような生活をしたいという目標を持って意欲的に作業に取り組み、

教員や地域の人達から感謝や慰労の言葉をかけられて、 他者のために役立っていることや作業の達成J惑を感じました。

プラタナス力フ工

「プラタナスカフェでおもてなし～季節のイベントで～j
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昨年の10月にオ ープンしたプラタナスカフェは、 季節毎にイベントを企画し拡がら運

宮し、 今年の10月には一周年を迎えました。

生徒達は、 学校の外に飛び出し、 医学類の職員や学生さんなどに飲み物、 クッキーを

提供するととを通して、 社会との相互作用の中でより実E美的な作業に取り組んでいます。

今年度は、 昨年度からカフェの作業を行っている生徒が、 後輩に接客業務の大切な事

柄や技術を伝えることを通じて、 “共に育つ
”

ことに取り組みました。

生徒同土が学び合う力フェの運営は、 生徒が意欲的に作業に取り組み、 自らを向上させようという気持ちを育てるものでした。

その他、 プラタナスカフェとクッキーの製造グル ープに、 洋菓子製造・販売の企業から、 作業学習アドバイザーを年10回招轄し、

働く際の心構えや製造、 接客妓術の向上に務めました。

G等部進路指導の充実改善

昨年度に引き続き、 就労移行支援事業所と連携し、 高等部1・2年生の一般就労を希望する生徒を対象！こ、 就労アセスメン卜実習を行

いました。 今年度は、 事前のケ ース検討と薗談を取り入れ、 実習の目標の明確化やアセスメン卜項目を焦点化して取り組みました。

アセスメントにあたり、 就労移行支援事業所で利用しているアセスメントシートを活用することで、 生徒の得意・不得意がより明ら

かに芯り、 今後の進路指導に活かす情報を得ることができました。

また、 進路指導コ ー デ
、

イネ ーター を配置し、 進路指導主事をサポー卜するとともに、 22件の新規戦場開拓を行いました。 その内、

ア件の企業で現場実習を実施し、 1件の企業に就職が決まりました。 高等部卒業生8名の進路先は、 4名が一般就労、 3名が福祉就労、

1名が就労継続支援A型事業所に調整中です。（3月8日時点）

教師は、子どものキャリア発還を捉えるにあたり、 子どもの内面を提えようとしました。 しかし、それはあくまでも私たち教師

の錐撲でしかありません。 その推察が少しでも確か主主ものになるよう、推察する際の観点を決めて、子どもの君動や子どもとの対

話から捉えようとしました。 そして、教師それぞれの縫察を議論しました。 このことは、 教師一人一人が、 子どもの理解を深める

と共に、教師同士の子どもや授業に対する考え方の遣いを知り、 自らの実践を振り返るなど、学びあうことにつ怠がりました。
、 ノ
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学部が連携した学習・他校や地域と連携した学習

昨年度に引き続き、 地域の銀行から「力レンダーの袋詰めj作業

を委託されて、 中学部と高等部の生徒が合同で作業を行いました。

今年度は希望者が履歴書を作成し、 銀行の支店長さんの面接を受け

て、採用された生徒が（希望者全員 採用）作業に取り組みました。 また、

門松づくりや洗車作業芯ど、 他の活動場面でも合同で取り組みまし

た。 先輩後輩の中で、 良い緊張感を持ってEいに学び合う姿が見ら

れました。

教師も、 中学部生徒と高等部生徒の違いや成長を改めて感じるととができました。

その他、 小学部から中学部へ、 中学部から高等部の進学に向けた合同の学習や高等部クリ ーン工房の生徒が

地域にプランタ ーを設置したり附属幼稚園の窓そうじを行ったリしました。

ゲストティ ー チャ ーとの学習

昨年度に引き続き、 それぞれの学部にゲストティ ーチャ ーをお招きして学習活動に取リ組みました。

専門的な知識や技術に触れることや、 それぞれの道で活躍する大人との出会いに、 子ども達は憧れや夢を抱

くとともに、 たくさんのことを学びました。

小学部は、 レクリ工 ー ション協会から指導員の方に来ていただき、 ニュ ースポー ツを取り入れた楽しい遊び

を存分に行いました。 子ども達は、 新しい動きに挑戦したリ友達との関わりを楽しんだリしました。

中学部は、 プロのダンサーに来ていただいて、 毎日の体づくりに行うダンスを生徒と一緒に作りました。 大

学の先生にも協力をしていただき、校歌をアレンジした由で踊るダンスが完成し、学習発表会で披露しました。

高等部と中学部では、昨年度同様、助産師さんに来ていただき、命や性のことについて教えていただきました。

思春期の心と体の変化や男女の違いについて学び
、

を深め、 他者との距離感を意識する姿が見られるように芯り

ました。

その他、 小学部が工業高校の生徒に信号機を製作してもらうことを通じて交流したり、 小学部・中学部が、

美術工芸大学の学生と一緒に図工や美術に取り組んだり、 高等部がミユ ー ジ
、

ツク・ケアを通じて幼稚園児と活

動したりしました。








